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口 概 要 

ファ ミリ ー コ ンピュータ (以下 FC と 略す ) 用 VRCHII は 、FC の ROM カ ー ト リッ ジ 
の 容量 を 拡大 する も の で す 。 

VRC と は 、Virtual Rom Contro]1] l er の 略称 で す 。 

FC の ROM カ ー ト リッ ジ で は 、 プ ログ ラム 容量 G 選 KB ッ yt e、 キ ャ ラク タ 容 量 8K 
Byte の メモ リー 空間 を 使用 し て いま す が 、 こ の VRCTII は 、 年 々 増加 する R OM カー 
トリ ッ ジ 容量 の 不足 を 解消 し 、 大 量 の 画像 デー タ を 扱う こと が で きま す 。 

VRC 1 で は 、 プ ログ ラム 用 和 4 ビッ トバ ンク レジ スタ 83 個 で 8K パ ンク 、 キ ャ ラク タタ 用 
らら ビット バン クレ ジス タ ら 個 で 4K バ ンク の マッ ピン グ が で き 、 プ ログ ラム 、 キ ャ ラク タ 
容量 、 共 に 、1 ら 8KByte で あっ た の に 対し 、VRCII で は 、 プ ログ ラム 用 ら 5 ビット 
バン クレ ジス タ ら 個 で 8K バ ンク 、 キ ャ ラク タタ 用 8 ビッ トバ ンク レジ スタ 8 個 で 1 K バ パン 
ク の マッ ピン グ が で き 、 プ ログ ラム 、 キ ャ ラク タ 容 量 、 共 に ど C56KByte ま で 拡張 す 
る こと が 出来 る よう に な り ま し た 。 

又 、VRCII に は 、EEPROM コ ント ロー ラ が 内 蔵 さ れ て お り 、 シ リア ル デ ー タ 方 式 
の EEPROM を 制御 する こと が 可能 で す 。 


品 特 役 


・ROM カ ー ト リッ ジ の プロ グラ ム 容 量 ら 656KByt e、 キ ャ ラク タ 容 量 と 56KB 
yt e ま で 拡張 可能 。 


・ プ ログ ラム の メモ リー 空間 は 、8KBEByte 単 位 で マッ ピン グ で き 、 キ ャ ラク タ の メ 
モリ ー 空 間 は 、1KByte 単 位 で マッ ピン グ で きま す 。 


・H, V 方 向 の 切り 換え は 、 プ ログ ラマ ブル に 使用 する こと が 出来 る た め 、 ゲ ー ム 途中 
で の 切り 換え が 可能 。 


・TT 上 コン パチ プル 入出 力 端子 
・ 圭 5V 単 一 電源 
・40 ピ ン D TP 


・EEPROM コ ント ロー ジラ 内 蔵 
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AP13 VDD 
AP14 PA17 
AP1 PA15 
APO AP12 
AC12 PA14 
AC11 PA13 
AC10 PA16 
NOEP DO 
RWB D1 
NOEC D2 
NCCS D4 
NCOE D3 
HV CA17 
NPOE CA15 
CLK2 CA12 
EDO CA14 
EDI CA13 
ECLK CA11 
ECS CA16 
VSS CA10 
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口 端子 機能 






VsS [ | グラ ウン ド 端 子 
VDD [| 電源 端子 


CPU クロ ッ ク 信 号 (の 2) 


 U アド MA 伯 


し し 【K と 


APO,P 記 12-AP1H4 





ーー _| Id CU チ 2 与 、BEPROM-% 信 呈 
1 て D 人 4 C P U デ ー タ 信号 





PA13~ーPA17 PROGRAM ROM ア FL2 信 号 


NPOE 1 全 UY7P2 才 全便 写 
NOEP ーー FU ORAN NOM79 ガ 470 恒 全 





AC 10 て AC12 | 1 | VDP ア ドレ ス 信号 


じ に 1 りー し A17 0 CHAKACTOR ROM ア ド L ス 信号 
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・ 推奨 動作 条件 
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口 機 能 概 要 


VRCTII 内 部 に は 、1 0 個 の レジ スタ が 存在 し 、 こ の レジ スタ に デー タ を 書き 込む 
こと に より 、 パ ンク 空間 を マッ ピン グ す る こと が で きま す 。 

プロ グラ ム 空 間 は 、 ど つの 5B it レジ スタ を 持ち 、8000HC て OBFFFH の 
1OKByte の メモ リー 空間 を 8SKByte 単 位 で 最大 3 とら 個 の バン ク 空 間 を マッ 
ピング す る こと が で きま す 。 ま た 、CO000HCFFFFH の 16KB ッ yt =e に つい 
て は 固定 ボン ク と な っ て いま す 。 

キャ ラク タタ 空間 は 、8 つ の 8B it レジ スタ を 持ち 、0000HC1FFFH の 
ら 6KB ッ te の メモ リー を 1KByte 単 位 で 最大 CS6 個 の バン ク 空 間 を マッ ピン 
グ す る こと が で きま す 。 日 , V の 切換 に つい て も プロ グラ マブ ル に 使用 する こと が で 
きる た め 、 ゲ ー ム の 途中 で の 切り 換え が 可能 で す 。 

又 、VRCII に は 、EEPROM コ ント ロー ラ が 内 蔵 さ れ て お り 、 シ リア ル デ ー タ 
万 式 の EEPROM を 制御 する こと が 可能 で す 。 
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* グ ロッ クサ イィ イクル 










hy ク す 依 加 寺 間 
hy クタ Low ル 2 幅 
ク hyHighX 以 幅 


アド L ス 2 Set Up 時 間 
RWB Set Up 時 間 
アド ルス 人 力 保 持 時 間 


RWB 人 力 保持 時 間 
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EEP テ - タ 保持 時 間 


ティ ルイ 時 間 
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・ ラ イト サイ クル 
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注 1) 電源 電圧 V DD=5 V+ 上 5 め %, 周囲 温度 Top=0~70”"C 
出力 端子 の 負荷 条件 C=9PF 


て つ 


バン ク 空 間 の マッ ピン グ 方 法 


・PRO0 一 PR1 の 各 レ ジス タ に デー タ を 書き 込む に は 、 下 記 の アド レス に デー タ を 書 
き 込 み ま す 。 







8000H~8FFFH 


A000HCTAFFFH | 





注 ) 但し 、CO00HCDFFFH は 、BANK80 を 、EOO0HCFFFF H は 、 
BANK3 1 を 示す よう に セッ ト さ れ て いま す 。 





CPU メモ リー 
(2MROM 使 用 時 ) 
FFPFFH - 3FFFFH 
1 BANK31 
BANK30 
EO00H 
、 
CO00H [ 
| 
A000H 
8000H " 
ッ 2 使用 BANK1 
0000H BANKO | 0000H 





し ビリ アドレス RUOM ア ドレ スズ 


沿 、 パ ンク レジ スタ PR 1 は 、PRO 同 様 、BANKOCBANKSG1 ま で 、 ア クセ ス 
する こと が 出来 ます 。 
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(VRAM 用 ) 
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(2MKROM 使 用 時 ) 
3FFFFH 


BANK255 
BANK254 
BANK253 


BANK ぢ 


「BANK 1 


IlBANKO 


0000H 
KOM ア ドレ ス 


向 、 バ ンク レジ スタ CR 1 て CR7 は 、CRO 同 様 、BANKOC て BANK255 ま で 


アク セス する こと が 出来 ます 。 


・ 日 ,。 ソフ ラグ レジ スタ に デー タ を 書き 込む に は 、9000H9FFFH を 使用 し ま 


す 。 


DO (H, V) 切り 換え ) 0:H, 1: 


Em 


・CR0 て CR 7 の 各 8 ビ ピット レジ スタ に デー タ を 書き 込む に は 、 下 記 に 示す 様 に 、 
上 位 , 下位 それ ぞ れ 4 ビッ ト ず つっ つ 書き 込み ます 。 


CRO BOOOH 人 氏 ) 


EOO3H  ( 昌 ) 
(し : 下位 , H : 上位) 





LIEEPROM 制 御 ポ ー ト 使用 法 


EEPROM の 制御 は 、 ア ドレ ス 6000HC6FFFH に ある 3 ビッ ト の レジ 
スタ に デー タ を ライ ト す る こと に よっ て 行ない 、D ら て DO に より 、 シ リア ル デ ー 
タ 方 式 EEPROM の CS (チッ プイ ネー ブル ) , CLK (クロ ッ ク ) 及び 、D 1 
(デー タイ ン ) の 各 信 号 を 形成 し 、 デ ー タ の リー ド ノ ラ イト 等 る 行い ます 。 


VRCII 側 (6000H-6FFFH) ' EEPROM 










D ど と し ら 


D 1 じ 革 供 





D り 0 D 1 DO 読出 し 


6000H に OFFFH 


な お 、 リ ー ド 時 は 、 ア ドレ ス 6000H て 6FFFH よ り 、 デ ー タ DO を シリ アル 
に 読出 し ます 。 また 、 各 種 ビ EEPROM に よっ て 、 制 御 の フ ォ ー マ ッ ト が 異な り ま 
す の で 、 使 用 法 の 詳細 は 各 デ ー タ シー ト を 件 参照 下さ い 。 


